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改革改善
の考え方

①問題
点

技能勤労者褒賞受賞者について、更に幅広い職種の方を褒賞する。
技能労働者の後継者の育成、支援が必要。

②改革
提案

技能勤労者褒賞候補者を推薦いただく団体を確認し、幅広く呼びかけて推薦していただく。
飯田高等職業訓練校など関係機関と連携をとり実態の把握に努める。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

技能勤労者褒賞受賞者について、幅広く推薦を呼びかけることが必要。
飯田高等職業訓練校の訓練生募集を広報いいだに掲載、パンフレットを市の施設に置きＰＲに努めた。
技能労働者の後継者不足が課題。

総事業費①+② 3,466 2,970 3,475 2,945

150 150

臨時職員所要時間 50 50

一般財源 2,876 2,970 2,885 2,945

人件費計（千円）② 590 590

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 2,876 2,970 2,885 2,945

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

1飯田市技能勤労者褒賞運営事業
　同一職業に長く従事し、技能の向上や後継者育成等に尽力した勤労者
を褒賞する。
2飯田高等職業訓練校支援
　技術の継承や高い職業能力を持った人材を養成し、地域の産業振興に
資する職業訓練を行う飯田高等職業訓練校に対しての支援
3技能五輪全国大会出場選手激励金
　技能五輪全国大会に出場する選手に激励金を交付する。

1技能勤労者褒賞者数

2飯田高等職業訓練校修了者

3技能五輪全国大会出場選手

1  22人

2  172人

3  2人

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

同一職業に長く従事し、技能の向上や後継者育成等に尽力した勤労者を褒賞することで、伝統技術の継承、地域産業の振興を図る。
また、伝統産業から最先端技術など幅広い分野で活躍する者を対象とした褒賞を行う。ものづくりの大切さの認識、地域産業振興につ
なげる。
働きながら技能を修得する勤労者のために職業訓練を実施する飯田高等職業訓練校の支援を行う。入校生の技能、技術の向上が図
られ、職業適応能力が高まるとともに、産業振興の基盤となる人材育成が行われる。

成果
指標

飯田高等職業訓練校受講者：人 200 172 200 200

成果
指標

技能勤労者褒賞者数：人 21 22 22 23

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

学卒者、勤労者：人 675向上させたい上位施
策の成果指標

①新規就業者数（新卒のみ）

飯田市の勤労者数（Ｈ24経済セン
サス・活動調査）：人

50841
意図（どういう状態
にするか）

地域の伝統技術を継承し、後継者の育成、地域産業の
技術の向上を図る。
技能を修得する。

目
的

対象（誰・何を）
飯田市に居住する勤労者
技能習得を希望する若年者

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 12 未来を見据えた地域産業の魅力、強み、人材の強化
基本計画上
の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

H27担当課等名 産業振興課 H27係等名 労政係 H26係等名 労政係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名

技能技術伝承事業
（旧技能褒賞運営事業）

会計 一般会計
25 2

事業種別 政策

1 施策№ 12 事業№


